
都道府県名：石川県 市町村名：金沢市 

１．活動名 

金沢北の森保全整備（金沢市森づくり条例に基づく協定・活動） 

２．取組の背景、目的 

活動区域は金沢市指定文化財の堅田城跡を中心とした広葉樹主体の里山林

として、地域住民から憩いの場として親しまれてきた。しかしながら、近年孟

宗竹が繁茂し、林内の散策が困難となったことから、地域住民の関心が薄れ、

林内は荒れるがままに放置された状態にあった。 

金沢市では、森づくり条例の制定（Ｈ１５）を機に、当該地域を従来のよう

な地域住民にとって親しみ深い里山林に復元することを目的として、地権者と

「金沢北の森」保全協定を締結した。 

市と地域住民は、当該協定に基づき、ボランティア団体等の協力の元、当該

地域の里山林の整備を進めている。それとともに、一般市民の参加機会を設け、

森の大切さについての動機付けを図り、広く市民に森づくりの気運を高めてい

くことを目的に事業に取り組んでいる。 

３．実施主体 

金沢市 

４．取組の概要 

 放置竹林や老齢広葉樹の伐採作業、歩道の整備。 

 伐採した材（竹、広葉樹）等を利用した森林レクレーションの実施。 

平成21年の実績 

開催日：10月31日（金） 

参加者：60名（一般公募、地域住民） 

内容：伐採した竹を利用した苗鉢やキャンドルづくり。次年度以降の植栽活

動に利用するための広葉樹の苗畑づくり。 

http://www4.city.kanazawa.ishikawa.jp/17062/morizukuri/index.jsp 

５．支援事業 

いしかわ森林環境基金事業 

６．取組等についての成果や課題 

平成 15 年度に協定を締結後、市民参加型の森づくり活動を継続的に実施し

ており、整備地は計画的に整備が進んできている。 

しかし、同時に、数年が経過したため、参加者の森林整備に対する興味も薄

れてきているのが現状である。今後は、協定期間が終了した後も継続して森林

整備を行ってもらえる様な啓発活動の実施が課題となる。 

http://www4.city.kanazawa.ishikawa.jp/17062/morizukuri/index.jsp
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